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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像を記憶する記憶部と、
　主要被写体を含む主要被写体領域を記憶された前記画像から抽出し、前記主要被写体が
フレームアウトする判定の基準となる基準画像を記憶された前記画像の中から選出する制
御部と、
　前記画像の縁と接する前記主要被写体領域の辺の数が、前記基準画像の縁と接する前記
主要被写体領域の辺の数よりも多い画像を前記主要被写体がフレームアウトしていると判
定する判定部と、
を備える画像評価装置。
【請求項２】
　請求項１の画像評価装置において、
　前記基準画像に基準評価値を設定し、フレームアウトしていると判定された前記画像に
前記基準評価値とは異なる評価値を設定する評価部を有する画像評価装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２の画像評価装置において、
　前記画像は、操作者の指示により前記指示の前と後でそれぞれ記憶される複数の前記画
像であり、
　前記基準画像は、前記指示で取得された画像、又は、前記指示の前に最初に記憶された
画像、又は、記憶された前記画像の内の前記主要被写体が画像の中央部に位置する画像で
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ある画像評価装置。
【請求項４】
　複数の画像を生成する撮像素子と、
　前記画像から主要被写体を含む主要被写体領域を抽出し、前記画像の中から前記主要被
写体がフレームアウトする判定の基準となる基準画像を選出する制御部と、
　前記画像の縁と接する前記主要被写体領域の辺の数が、前記基準画像の縁と接する前記
主要被写体領域の辺の数よりも多い画像を前記主要被写体がフレームアウトしていると判
定する判定部と、
　を有する電子カメラ。
【請求項５】
　請求項４の電子カメラにおいて、
　前記制御部は、前記基準画像に基準評価値を設定し、フレームアウトしていると判定さ
れた前記画像に前記基準評価値とは異なる評価値を設定し、
　前記評価値を前記フレームアウトしていると判定された画像と対応させて記憶する記憶
部を更に有する電子カメラ。
【請求項６】
　請求項４又は請求項５の電子カメラにおいて、
　前記画像は、操作者の指示により前記指示の前と後でそれぞれ記憶される複数の前記画
像であり、
　前記基準画像は、前記指示で生成された画像、又は、前記指示の前に最初に生成された
画像、又は、生成された前記画像の内の前記主要被写体が画像の中央部に位置する画像で
ある電子カメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像評価装置及び電子カメラに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮影画像について露出、コントラスト、ボケ等の画像評価を行い、評価値が所定
の閾値以下であった画像の画像データを記録媒体から削除する画像撮影装置が知られてい
る（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－０５０４９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述の画像撮影装置においては、主要被写体がフレームアウトしている
か否かについては画像評価の対象とならかった。
【０００５】
　本発明の目的は、主要被写体がフレームアウトしているか否かを画像評価の対象とする
ことができる画像評価装置及び電子カメラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の画像評価装置は、複数の画像を記憶する記憶部と、主要被写体を含む主要被写
体領域を記憶された前記画像から抽出し、前記主要被写体がフレームアウトする判定の基
準となる基準画像を記憶された前記画像の中から選出する制御部と、前記画像の縁と接す
る前記主要被写体領域の辺の数が、前記基準画像の縁と接する前記主要被写体領域の辺の
数よりも多い画像を前記主要被写体がフレームアウトしていると判定する判定部と、を備
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える。
　また、本発明の電子カメラは、複数の画像を生成する撮像素子と、前記画像から主要被
写体を含む主要被写体領域を抽出し、前記画像の中から前記主要被写体がフレームアウト
する判定の基準となる基準画像を選出する制御部と、前記画像の縁と接する前記主要被写
体領域の辺の数が、前記基準画像の縁と接する前記主要被写体領域の辺の数よりも多い画
像を前記主要被写体がフレームアウトしていると判定する判定部と、を有する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の画像評価装置によれば、主要被写体がフレームアウトしているか否かを画像評
価の対象とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１の実施の形態に係る電子カメラのシステム構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施の形態に係る電子カメラの処理を示すフローチャートである。
【図３】第１の実施の形態に係る電子カメラにおいて時系列で取得された画像データを示
す図である。
【図４】第１の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフロー
チャートである。
【図５】第１の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像を
示す図である。
【図６】第１の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像を
示す図である。
【図７】第１の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像を
示す図である。
【図８】第１の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像を
示す図である。
【図９】第２の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフロー
チャートである。
【図１０】第２の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像
を示す図である。
【図１１】第２の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像
を示す図である。
【図１２】第２の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像
を示す図である。
【図１３】第２の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像
を示す図である。
【図１４】第３の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフロ
ーチャートである。
【図１５】第３の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像
を示す図である。
【図１６】第４の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフロ
ーチャートである。
【図１７】第４の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像
を示す図である。
【図１８】第４の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像
を示す図である。
【図１９】第４の実施の形態に係る電子カメラにより取得された画像データに基づく画像
を示す図である。
【図２０】第５の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフロ
ーチャートである。
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【図２１】第５の実施の形態に係る電子カメラにより用いられるフレームアウト領域を説
明するための図である。
【図２２】第５の実施の形態に係る電子カメラにより主要被写体がフレームアウトしてい
ると判定される場合を示す図である。
【図２３】第６の実施の形態に係る電子カメラにより用いられるフレームアウト領域を説
明するための図である。
【図２４】第６の実施の形態に係る電子カメラにより主要被写体がフレームアウトしてい
ると判定される場合を示す図である。
【図２５】実施の形態に係る電子カメラにより用いられるフレームアウト領域を説明する
ための図である。
【図２６】実施の形態に係る電子カメラにより主要被写体がフレームアウトしていると判
定される場合を示す図である。
【図２７】実施の形態に係る電子カメラにより主要被写体がフレームアウトしていると判
定される場合を示す図である。
【図２８】実施の形態に係る電子カメラにより用いられるフレームアウト領域を説明する
ための図である。
【図２９】実施の形態に係る電子カメラにより用いられるフレームアウト領域を説明する
ための図である。
【図３０】第７の実施の形態に係る電子カメラの処理を示すフローチャートである。
【図３１】第８の実施の形態に係る電子カメラの処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して、第１の実施の形態に係る画像評価装置としての電子カメラにつ
いて説明する。図１は第１の実施の形態に係る電子カメラ２のシステム構成を示すブロッ
ク図である。図１に示すように、電子カメラ２は、マイクロプロセッサ等により構成され
電子カメラ２の各部を統括的に制御する制御部１０を備えている。制御部１０には、撮像
素子１２、ＬＣＤ表示部１４、バッファメモリ１６、情報記憶部１８、データ記憶部２０
、プログラムメモリ２２、メモリカード２４、及び操作部３０が接続されている。
【００１０】
　撮像素子１２は、ＣＭＯＳイメージセンサ等により構成され、撮影レンズ（図示せず）
を介した被写体からの光を撮像し、制御部１０に対して撮像信号を出力する。ＬＣＤ表示
部１４は、電子カメラ２の背面部に配置され、撮像素子１２からの撮像信号に基づくスル
ー画像等を表示する。バッファメモリ１６は、撮像素子１２から出力された撮像信号に基
づく複数フレームの画像データを一時的に記録する。情報記憶部１８は、画像データにお
いて主要被写体がフレームアウトしているか否かの判定（以下、フレームアウト判定とい
う。）を行うために必要な情報を記憶する。データ記憶部２０は、画像データのファイル
名ごとに評価値を記憶する所定のファイル（以下、評価ファイルという。）を記憶する。
プログラムメモリ２２は、制御部１０が電子カメラ２の各部を統括的に制御し、撮像処理
、再生処理、画像選択処理などの各処理を実施するためのプログラムを記憶する。メモリ
カード２４は、電子カメラ２に設けられたカードスロット（図示せず）に着脱可能に装着
される可搬性を有する記憶媒体であり、例えば、ＣＦカード、ＳＤカード、スマートメデ
ィア等である。
【００１１】
　操作部３０は、電子カメラ２の電源をオン／オフする電源スイッチ（図示せず）、シャ
ッタボタンを半押し位置まで押下することによりオンする半押しスイッチＳＷ１、シャッ
タボタンの全押しによりオンする全押しスイッチＳＷ２を備えている。
【００１２】
　次に、図２を参照して、第１の実施の形態に係る電子カメラ２における処理について説
明する。まず、操作者は、電子カメラ２の図示しないボタンを操作することにより、電子
カメラ２の操作モードとして時系列で連続取得した複数の画像データの中から、最適な画
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像データの選択を行う最適画像選択モードを設定する（ステップＳ１）。次に、制御部１
０は、撮像素子１２による撮像を開始し、撮像素子１２から所定のフレームレート（例え
ば３０ｆｐｓ）で読み出した撮像信号に基づきＬＣＤ表示部１４にスルー画像の表示を行
う。
【００１３】
　次に、シャッタボタンが半押し位置まで押下され、半押しスイッチＳＷ１がオン（Ｓ１
）されると（ステップＳ２）、制御部１０は、露出制御動作（ＡＥ）及び焦点調整動作（
ＡＦ）を開始する（ステップＳ３）。即ち、撮像素子１２から出力される撮像信号に基づ
いて露出制御動作（ＡＥ）を行い、適正露出が得られるようにシャッター速度および絞り
値を確定する。例えば、平均測光方式によって被写体の明るさ（輝度）情報を検出する場
合には、スルー画像を構成する信号値を平均して得た値を被写体の輝度情報とし、この被
写体の輝度情報に基づいて最適露出値を確定してシャッター速度および絞り値を確定する
。また、制御部１０は、撮像素子１２から読出された焦点検出信号を用いて瞳分割による
焦点検出処理によりデフォーカス量を求め、図示しない撮影レンズの合焦を行なう。ここ
で、撮像素子１２を構成するＣＭＯＳイメージセンサには、瞳分割位相差方式による焦点
検出画素が組み込まれているものとする。
【００１４】
　露出制御動作（ＡＥ）及び焦点調整動作（ＡＦ）が完了すると、制御部１０は、画像デ
ータのプリキャプチャーを開始する（ステップＳ４）。即ち、制御部１０は、撮像素子１
２から出力される撮像信号に基づいて複数フレームの画像データをプリキャプチャーの画
像データとして連続取得し、取得した複数フレームの画像データをバファメモリ１６に記
録する。ここで、バファメモリ１６に記録する複数フレームの画像データの数は、図３に
示すように、プリキャプチャー設定数として、例えば１０フレームと定められている。従
って、制御部１０は、バファメモリ１６に記録された画像データの数が１０フレームに達
した場合には、古い画像データから順に消去する。これにより、プリキャプチャーのため
に使用するバファメモリ１６の容量を節約することができる。
【００１５】
　次に、制御部１０は、レリーズボタンが全押し位置まで押下されて全押しスイッチＳＷ
２がオン（Ｓ２）されたか否かの判定を行う（ステップＳ５）。全押しスイッチＳＷ２が
オンされなかった場合（ステップＳ５：Ｎｏ）、画像データのプリキャプチャーを継続す
る（ステップＳ４）。
【００１６】
　全押しスイッチＳＷ２がオン（Ｓ２）された場合（ステップＳ５：Ｙｅｓ）、制御部１
０は、画像データのポストキャプチャーを開始する（ステップＳ６）。即ち、制御部１０
は、撮像素子１２から出力される撮像信号に基づいて全押しスイッチＳＷ２がオンされた
時点に撮像された画像データ（以下、基準画像データという。）を含む複数フレームの画
像データをポストキャプチャーの画像データとして連続取得し、取得した複数フレームの
画像データをバファメモリ１６に記録する。ここで、バファメモリ１６に記録する複数フ
レームの画像データの数は、ポストキャプチャー設定数として、例えば、スイッチＳＷ２
がオン（Ｓ２）された時点に撮像された画像データを含めて１０フレームと定められてい
る（図３参照）。
【００１７】
　ポストキャプチャーが完了すると、制御部１０は、バファメモリ１６に記録された画像
データ（即ち、プリキャプチャーにより取得した１０フレームの画像データ及びポストキ
ャプチャーにより取得した基準画像データを含む１０フレームの画像データから成る２０
フレームの画像データ）について評価を行う（ステップＳ７）。
【００１８】
　以下、図４を参照して、第１の実施の形態の電子カメラ２における画像データの評価処
理（ステップＳ７）について説明する。まず、制御部１０は、バファメモリ１６から基準
画像データ５１（図３参照）を読み出し（ステップＳ１１）、基準画像データ５１に基づ
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く画像に含まれる主要被写体（例えば、自動車）を検出する（ステップＳ１２）。ここで
、主要被写体の検出は、一般的に知られている被写体認識技術により行われる。
【００１９】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく画像から主要被写体の特徴に関する
情報（以下、主要被写体情報という。）を抽出する（ステップＳ１３）。例えば、自動車
が主要被写体として検出された場合、自動車の大きさや形状などを主要被写体情報として
抽出する。次に、制御部１０は、主要被写体情報を情報記憶部１８に記憶する。なお、情
報記憶部１８に記憶された主要被写体情報は、他の画像データに基づく画像において主要
被写体を検出する場合に用いられる。
【００２０】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく画像において主要被写体を含む領域
（以下、主要被写体領域という。）を決定する（ステップＳ１４）。例えば、図５に示す
ように、主要被写体である自動車を含む矩形の領域を主要被写体領域７０として決定する
。次に、制御部１０は、主要被写体領域７０の位置や大きさ等の主要被写体領域に関する
情報を情報記憶部１８に記憶する。なお、主要被写体領域７０は、主要被写体の移動方向
を判定するために用いられる。
【００２１】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１の評価値として主要被写体がフレームアウト
していない場合の評価値（以下、基準評価値という。）をデータ記憶部２０の評価ファイ
ルに記憶する（ステップＳ１５）。ここで、基準評価値は、基準画像データ５１のファイ
ル名に対応させて評価ファイルに記憶される。なお、図５に示すように、基準画像データ
５１に基づく画像においては、主要被写体領域７０が画像の縁部と接しておらず、主要被
写体はフレームアウトしていない。
【００２２】
　次に、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１の次に取得された画像
データ５２（図３参照）を読み出し（ステップＳ１６）、また、情報記憶部１８から主要
被写体情報を読み出す。そして、主要被写体情報を用いて、画像データ５２に基づく画像
からステップＳ１２において検出した主要被写体に対応する主要被写体を検出する（ステ
ップＳ１７）。次に、制御部１０は、画像データ５２に基づく画像において主要被写体領
域を決定する（ステップＳ１８）。
【００２３】
　次に、制御部１０は、ステップＳ１６において読み出した画像データが基準画像データ
５１の次に取得された画像データであるか否かの判定を行う（ステップＳ１９）。ここで
、画像データ５２は基準画像データ５１の次に取得された画像データであるため（ステッ
プＳ１９：Ｙｅｓ）、制御部１０は、主要被写体の移動方向の判定を行う（ステップＳ２
０）。即ち、制御部１０は、情報記憶部１８から基準画像データ５１の主要被写体領域に
関する情報を読み出し、ステップＳ１８において決定した主要被写体領域が基準画像デー
タ５１に基づく画像の主要被写体領域のいずれの側に位置するかを判定することにより主
要被写体の移動方向を判定する。例えば、図６に示すように、画像データ５２の主要被写
体領域７２が基準画像データ５１の主要被写体領域７０の左下側に位置する場合、左下側
の方向を主要被写体の移動方向であると判定する。次に、制御部１０は、主要被写体の移
動方向に関する情報を情報記憶部１８に記憶する。
【００２４】
　一方、ステップＳ１６において読み出した画像データが基準画像データ５１の次に取得
された画像データでない場合（ステップＳ１９：Ｎｏ）、主要被写体の移動方向は既に判
定されているため、制御部１０は新たに移動方向の判定を行わない。
【００２５】
　次に、制御部１０は、画像データ５２においてフレームアウト判定を行う（ステップＳ
２１）。ここで、フレームアウト判定は、主要被写体領域７２の移動方向側の縁部の少な
くとも一部が画像の縁部と接しているか否かを判定することにより行う。例えば、主要被
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写体の移動方向が左下側の方向である場合、図７に示すように、主要被写体領域７２の左
側の縁部及び下側の縁部が画像の縁部と接している場合、主要被写体がフレームアウトし
ていると判定する。また、図８に示すように、主要被写体領域７２の左側の縁部のみが画
像の縁部と接している場合や、主要被写体領域７２の下側の縁部のみが画像の縁部と接し
ている場合（図示せず）においても、主要被写体がフレームアウトしていると判定する。
一方、主要被写体領域７２の左側の縁部及び下側の縁部が共に画像の縁部と接していない
場合、主要被写体がフレームアウトしていないと判定する。
【００２６】
　主要被写体がフレームアウトしていない場合（ステップＳ２１：Ｎｏ）、制御部１０は
、評価値の変更を行わず、基準評価値を画像データ５２のファイル名に対応させて評価フ
ァイルに記憶した後（ステップＳ２２）、バファメモリ１６に記録されている画像データ
の全てについて評価を行ったか否かを判定する（ステップＳ２４）。なお、ポストキャプ
チャーにより取得した画像データ５２について評価を行った場合、プリキャプチャーによ
り取得した画像データについては評価を行っていないため（ステップＳ２４：Ｎｏ）、ス
テップＳ１６の処理に戻る。そして、画像データ５２の次に取得された画像データ５３（
図３参照）についてステップＳ１６以降の処理を行う。画像データ５３の主要被写体がフ
レームアウトしていない場合（ステップＳ２１：Ｎｏ）、制御部１０は、評価値の変更を
行わず、基準評価値を画像データ５３のファイル名に対応させて評価ファイルに記憶した
後（ステップＳ２２）再びステップＳ１６の処理に戻り（ステップＳ２４：Ｎｏ）、ポス
トキャプチャーにより取得した画像データについて同様の処理を繰り返す。
【００２７】
　一方、主要被写体がフレームアウトしている場合（ステップＳ２１：Ｙｅｓ）、制御部
１０は、基準評価値よりも低い評価値を画像データ５２のファイル名に対応させて評価フ
ァイルに記憶する（ステップＳ２３）。
【００２８】
　本実施の形態のフレームアウト判定において、制御部１０は、主要被写体の移動方向を
判定し、主要被写体領域の移動方向側の縁部が画像の縁部と接している画像データよりも
後に取得された画像データについては、フレームアウト判定を行わず、基準評価値よりも
低い評価値を評価ファイルに記憶する。
【００２９】
　また、制御部１０は、主要被写体の移動方向を判定し、主要被写体領域の移動方向と反
対側の縁部が画像の縁部と接している画像データよりも前に取得された画像データについ
ては、フレームアウト判定を行わず、基準評価値よりも低い評価値を評価ファイルに記憶
する。
【００３０】
　次に、制御部１０は、バファメモリ１６に記録されている画像データの全てについて評
価を行ったか否かを判定する（ステップＳ２４）。プリキャプチャーにより取得した画像
データ等について評価を行っていない場合（ステップＳ２４：Ｎｏ）、ステップＳ１６の
処理に戻り、プリキャプチャーにより取得した、例えば、画像データ５０（図３参照）に
ついてについてステップＳ１６以降の処理を行う。なお、プリキャプチャーにより取得し
た画像データについてのフレームアウト判定は、ステップＳ２０により判定した主要被写
体領域の移動方向側と反対側の縁部の少なくとも一部（例えば、主要被写体の移動方向が
左下側である場合、主要被写体領域の右側及び上側の少なくとも一つ）が画像の縁部と接
しているか否かを判定することにより行う。そして、画像データ５０の主要被写体がフレ
ームアウトしていない場合（ステップＳ２１：Ｎｏ）、制御部１０は、評価値の変更を行
わず、基準評価値を画像データ５０のファイル名に対応させて評価ファイルに記憶した後
（ステップＳ２２）、再びステップＳ１６の処理に戻り（ステップＳ２４：Ｎｏ）、画像
データ５０以前に取得されたプリキャプチャーの画像データについて同様の処理を繰り返
す。
【００３１】
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　バファメモリ１６に記録された画像データの全てについて評価を行った場合（ステップ
Ｓ２４：Ｙｅｓ）、制御部１０は、データ記憶部２０から評価ファイルを読み出し、画像
データの評価処理（図２、ステップＳ７）を完了する。そして、評価ファイルに基準評価
値が記憶されている画像データ（以下、基準評価値の画像データという。）を記録画像と
して選択してメモリカード２４に記録する（図２、ステップＳ８）。
【００３２】
　なお、上述の実施形態では、ＳＷ２がオンされた時点に撮像された画像データを基準画
像データとしているが、プリキャプチャーの先頭画像を基準画像データとしてもよい。ま
た、記録された画像から主要被写体の画面内の位置を検出し、その位置が画面の中央部に
位置する画像を基準画像データとし、この基準画像データにより主要被写体を検出するよ
うにしてもよい。このように構成すれば、確実にフレームアウトしていない主要被写体を
基準画像データに設定することができ、フレームアウトの判定制度が向上する。
【００３３】
　この第１の実施の形態に係る電子カメラ２によれば、時系列で取得された複数の画像デ
ータについて、主要被写体がフレームアウトしているか否かを画像評価の対象とすること
ができる。また、主要被写体の移動方向を判定し、主要被写体領域の移動方向側の縁部が
画像の縁部と接している画像データよりも後（前）に取得された画像データについては、
フレームアウト判定を行わず、基準評価値よりも低い評価値を評価ファイルに記憶する。
このため、例えば、電子カメラ２を三脚等に固定した状態で移動方向が明確な主要被写体
を撮像した場合等において、主要被写体がフレームアウトしていない画像データを効率よ
く選択することができる。
【００３４】
　また、上述の実施形態において、主要被写体がフレームアウトしていない状態からフレ
ームアウトしている状態、または主要被写体がフレームアウトしている状態からフレーム
アウトしていない状態に切り替わる時点の前後でのフレーム画像について、検出された主
要被写体の移動方向と主要被写体のフレームアウト位置とに基づいて、画像の後（前）に
取得された画像データの判定を行うようにすれば、主要被写体のフレームアウト判定をさ
らに効率よく行うことができる。
【００３５】
　次に、第２の実施の形態に係る電子カメラの処理について説明する。この第２の実施の
形態に係る電子カメラは、第１の実施の形態において、主要被写体の移動方向の判定を行
わず、バファメモリ１６に記録された全ての画像データについてフレームアウト判定を行
うようにしたものである。従って、第２の実施の形態では、第１の実施の形態と異なる部
分である画像データの評価処理に関する部分について詳細に説明し、重複する部分につい
ては適宜説明を省略する。
【００３６】
　図９は、第２の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフロ
ーチャートである。まず、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１（図
３参照）を読み出し（ステップＳ３１）、基準画像データ５１に基づく画像に含まれる主
要被写体を検出する（ステップＳ３２）。
【００３７】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく画像から主要被写体情報を抽出し（
ステップＳ３３）、情報記憶部１８に記憶する。次に、制御部１０は、基準画像データ５
１に基づく画像において主要被写体領域を決定し（ステップＳ３４）、画像の縁部と接す
る主要被写体領域の接辺の数を判定し（ステップＳ３５）、接辺の数に関する情報を情報
記憶部１８に記憶する。例えば、図１０に示すように、基準画像データ５１に基づく画像
における主要被写体領域８０が画像の縁部と接している場合、接辺の数を「１」と判定す
る。また、図１１に示すように、主要被写体領域８０が画像の縁部と接していない場合、
接辺の数を「０」と判定する。次に、制御部１０は、基準評価値を基準画像データ５１の
ファイル名に対応させてデータ記憶部２０の評価ファイルに記憶する（ステップＳ３６）
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【００３８】
　次に、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１の次に取得された画像
データ５２（図３参照）を読み出し（ステップＳ３７）、また、情報記憶部１８から主要
被写体情報を読み出す。次に、制御部１０は、主要被写体情報を用いて、画像データ５２
に基づく画像からステップＳ３２において検出した主要被写体に対応する主要被写体を検
出する（ステップＳ３８）。次に、制御部１０は、画像データ５２に基づく画像において
主要被写体領域を決定し（ステップＳ３９）、画像の縁部と接する主要被写体領域の接辺
の数を判定する（ステップＳ４０）。
【００３９】
　次に、制御部１０は、情報記憶部１８から基準画像データ５１の接辺の数に関する情報
を読み出し、基準画像データ５１における接辺の数と画像データ５２における接辺の数と
を比較することにより、画像データ５２においてフレームアウト判定を行う（ステップＳ
４１）。例えば、図１２に示すように、画像データ５２における接辺の数が基準画像デー
タ５１における接辺の数よりも多い場合、画像データ５２において主要被写体がフレーム
アウトしていると判定する。また、図１３（ａ）に示すように、画像データ５２における
接辺の数が基準画像データ５１における接辺の数よりも少ない場合や、図１３（ｂ）に示
すように、画像データ５２における接辺の数と基準画像データ５１における接辺の数とが
同一である場合、画像データ５２において主要被写体がフレームアウトしていないと判定
する。
【００４０】
　主要被写体がフレームアウトしていない場合（ステップＳ４１：Ｎｏ）、制御部１０は
、評価値の変更を行わず、基準評価値を画像データ５２のファイル名に対応させて評価フ
ァイルに記憶する（ステップＳ４２）。一方、主要被写体がフレームアウトしている場合
（ステップＳ４１：Ｙｅｓ）、制御部１０は、基準評価値よりも低い評価値を画像データ
５２のファイル名に対応させて評価ファイルに記憶する（ステップＳ４３）。
【００４１】
　次に、制御部１０は、バファメモリ１６に記録されている画像データの全てについて評
価を行ったか否かを判定する（ステップＳ４４）。バファメモリ１６に記録された画像デ
ータの全てについて評価を行っていない場合（ステップＳ４４：Ｎｏ）、ステップＳ３７
の処理に戻り、画像データ５２の次に取得された画像データ５３（図３参照）についてス
テップＳ３７～４４の処理を行う。以後、制御部１０は、ポストキャプチャーにより取得
した画像データについてステップＳ３７～４４の処理を繰り返す。ポストキャプチャーに
より取得した画像データの全てについて評価が完了すると、制御部１０は、プリキャプチ
ャーにより取得した、例えば、画像データ５０（図３参照）についてステップＳ３７～４
４の処理を行う。以後、画像データ５０よりも前に取得されたプリキャプチャーの画像デ
ータについてステップＳ３７～４４の処理を繰り返す。
【００４２】
　バファメモリ１６に記録された画像データの全てについて評価を行った場合（ステップ
Ｓ２４：Ｙｅｓ）、制御部１０は、データ記憶部２０から評価ファイルを読み出し、画像
データの評価処理（図２、ステップＳ７）を完了し、基準評価値の画像データを記録画像
として選択してメモリカード２４に記録する（図２、ステップＳ８）。
【００４３】
　この第２の実施の形態に係る電子カメラによれば、バファメモリ１６に記録された画像
データの全てについて評価を行うため、例えば、動被写体を流し撮りし、画像のみからで
は主要被写体の傾向的な移動方向が特定できない場合等においても、主要被写体がフレー
ムアウトしていない画像データを的確に選択することができる。
【００４４】
　次に、第３の実施の形態に係る電子カメラの処理について説明する。この第３の実施の
形態に係る電子カメラは、第２の実施の形態において、主要被写体領域の接辺の数を判定
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することに代えて、主要被写体領域の少なくとも一部が他の被写体の陰に隠れているか否
かを判定するようにしたものである。そして、この判定結果に基づいてフレームアウト判
定を行うようにしてものである。従って、第３の実施の形態では、第２の実施の形態と異
なる処理について詳細に説明し、重複する部分については適宜説明を省略する。
【００４５】
　図１４は、第３の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフ
ローチャートである。まず、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１（
図３参照）を読み出し（ステップＳ５１）、基準画像データ５１に基づく画像に含まれる
主要被写体を検出する（ステップＳ５２）。
【００４６】
　次に、制御部１０は、基準画像データに基づく画像から主要被写体情報を抽出し（ステ
ップＳ５３）、情報記憶部１８に記憶する。次に、制御部１０は、基準評価値を基準画像
データ５１のファイル名に対応させてデータ記憶部２０の評価ファイルに記憶する（ステ
ップＳ５４）。
【００４７】
　次に、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１の次に取得された画像
データ５２（図３参照）を読み出し（ステップＳ５５）、また、情報記憶部１８から主要
被写体情報を読み出す。次に、制御部１０は、主要被写体情報を用いて、画像データ５２
に基づく画像からステップＳ５２において検出した主要被写体に対応する主要被写体を検
出する（ステップＳ５６）。次に、制御部１０は、画像データ５２に基づく画像において
主要被写体領域を決定する（ステップＳ５７）。
【００４８】
　次に、制御部１０は、画像データ５２に基づく画像において主要被写体と異なる他の被
写体を検出し（ステップＳ５８）、検出結果に基づいて画像データ５２においてフレーム
アウト判定を行う（ステップＳ５９）。例えば、画像データ５２に基づく画像において主
要被写体と異なる他の被写体を検出した場合、制御部１０は、主要被写体領域の少なくと
も一部が他の被写体の陰に隠れるか否かの判定を行う。即ち、図１５に示すように、画像
データ５２に基づく画像における主要被写体領域８４の一部が他の被写体８６の陰に隠れ
る場合、制御部１０は、画像データ５２について主要被写体がフレームアウトしていると
判定する。一方、主要被写体領域が他の被写体の陰に隠れていない場合や、画像データ５
２に基づく画像において他の被写体を検出しなかった場合、制御部１０は、画像データ５
２について主要被写体がフレームアウトしていないと判定する。
【００４９】
　ステップＳ６０～６２の処理については、第２の実施の形態におけるステップＳ４２～
４４の処理と同様であるため説明を省略する。
【００５０】
　この第３の実施の形態に係る電子カメラによれば、主要被写体と異なる他の被写体を検
出し、主要被写体領域の少なくとも一部が他の被写体の陰に隠れる画像の画像データにつ
いて主要被写体がフレームアウトしていると判定するため、主要被写体が明確に表示され
ている良好な画像の画像データを的確に選択することができる。
【００５１】
　次に、第４の実施の形態に係る電子カメラの処理について説明する。この第４の実施の
形態に係る電子カメラは、第２の実施の形態において、主要被写体領域の接辺の数を判定
することに代えて、一の主要被写体領域の少なくとも一部が他の主要被写体領域と重なる
か否かを判定するようにしたものである。そして、この判定結果に基づいてフレームアウ
ト判定を行うようにしたものである。従って、第４の実施の形態では、第２の実施の形態
と異なる処理について詳細に説明し、重複する部分については適宜説明を省略する。
【００５２】
　図１６は、第４の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフ
ローチャートである。まず、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１（
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図３参照）を読み出し（ステップＳ７１）、基準画像データ５１に基づく画像に含まれる
複数の主要被写体を検出する（ステップＳ７２）。例えば、図１７に示すように、複数の
人物が画像に含まれる場合、人物の顔の部分をそれぞれ主要被写体９４及び主要被写体９
６として検出する。
【００５３】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく画像から主要被写体９４の主要被写
体情報及び主要被写体９６の主要被写体情報を抽出し（ステップＳ７３）、情報記憶部１
８に記憶する。次に、制御部１０は、基準評価値を基準画像データ５１のファイル名に対
応させてデータ記憶部２０の評価ファイルに記憶する（ステップＳ７４）。
【００５４】
　次に、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１の次に取得された画像
データ５２（図３参照）を読み出し（ステップＳ７５）、また、情報記憶部１８から主要
被写体９４の主要被写体情報、及び主要被写体９６の主要被写体情報を読み出す。次に、
制御部１０は、情報記憶部１８から読み出した主要被写体情報を用いて、画像データ５２
に基づく画像から複数の主要被写体を検出する（ステップＳ７６）。即ち、図１８に示す
ように、主要被写体９４に対応する主要被写体９７、及び主要被写体９６に対応する主要
被写体９８を検出する。次に、制御部１０は、画像データ５２に基づく画像において主要
被写体９７を含む主要被写体領域９９、及び主要被写体９８を含む主要被写体領域１００
（図１８参照）を決定する（ステップＳ７７）。
【００５５】
　次に、制御部１０は、画像データ５２に基づく画像において一の主要被写体領域の少な
くとも一部が他の主要被写体領域と重なるか否かを判定することによりフレームアウト判
定を行う（ステップＳ７８）。例えば、図１９に示すように、主要被写体領域９９の一部
が主要被写体領域１００と重なる場合、主要被写体がフレームアウトしていると判定する
。一方、図１８に示すように、主要被写体領域９９と主要被写体領域１００とが重ならな
い場合、主要被写体がフレームアウトしていないと判定する。
【００５６】
　ステップＳ７９～８１の処理については、第２の実施の形態におけるステップＳ４２～
４４の処理と同様であるため説明を省略する。
【００５７】
　この第４の実施の形態に係る電子カメラによれば、主要被写体が複数存在する場合にお
いても良好な画像の画像データを的確に選択することができる。
【００５８】
　次に、第５の実施の形態に係る画像データの評価処理について説明する。この第５の実
施の形態に係る電子カメラは、第１乃至４の実施の形態において、画像にフレームアウト
判定を行うための領域（以下、フレームアウト領域という。）を設定したものである。従
って、第１乃至４の実施と異なる部分である、フレームアウト領域の設定に関する部分に
ついて詳細に説明し、重複する部分については適宜説明を省略する。
【００５９】
　図２０は、第５の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフ
ローチャートである。まず、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１（
図３参照）を読み出し（ステップＳ９５）、基準画像データ５１に基づく画像に含まれる
主要被写体（例えば、人の顔）を検出する（ステップＳ９６）。次に、基準画像データ５
１に基づく画像から主要被写体情報を抽出し（ステップＳ９７）、情報記憶部１８に記憶
する。ここで、主要被写体情報は、他の画像データに基づく画像において主要被写体を検
出する場合に用いられる。
【００６０】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく画像において主要被写体領域を決定
する（ステップＳ９８）。例えば、図２１に示すように、主要被写体である人の顔６０を
含む正方形の領域を主要被写体領域６２として決定する。
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【００６１】
　次に、制御部１０は、検出した主要被写体の大きさに基づいて、フレームアウト領域の
幅を決定する（ステップＳ９９）。例えば、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく
画像に表示された人の顔６０（図２１参照）の面積を計測し、人の顔６０の面積が大きい
ほどフレームアウト領域の幅を広く、人の顔６０の面積が小さいほどフレームアウト領域
の幅を狭く決定する。
【００６２】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく画像において、ステップＳ９９で決
定した幅のフレームアウト領域を設定する（ステップＳ１００）。例えば、ステップＳ９
９で決定したフレームアウト領域の幅が幅Ａである場合、図２１に示すように、画像の両
側の縁部及び下側の縁部に沿った幅Ａのコの字型の領域をフレームアウト領域６４として
設定する。なお、フレームアウト領域６４の位置及び形状（幅を除く）は、予め操作者に
より設定されている。
【００６３】
　次に、制御部１０は、主要被写体領域６２の少なくとも一部がフレームアウト領域６４
と重なっているか否かを判定することにより、基準画像データ５１においてフレームアウ
ト判定を行う（ステップＳ１０１）。例えば、図２２に示すように、主要被写体領域６２
の一部がフレームアウト領域６４と重なる場合、制御部１０は、主要被写体がフレームア
ウトしていると判定する。一方、図２１に示すように、主要被写体領域６２がフレームア
ウト領域６４と重ならない場合、制御部１０は、主要被写体がフレームアウトしていない
と判定する。
【００６４】
　なお、ステップＳ１０２～Ｓ１０４の処理については、第１の実施の形態におけるステ
ップＳ２２～２４の処理と同様であるため説明を省略する。
【００６５】
　この第５の実施の形態に係る電子カメラ２によれば、時系列で取得された複数の画像デ
ータについて、主要被写体がフレームアウトしているか否かを画像評価の対象とすること
ができる。また、主要被写体の面積が大きいほどフレームアウト領域の幅を広くするため
、例えば、画像に人の顔が大きく表示されている場合には、顔の位置が画像の中央から離
れていれば、主要被写体がフレームアウトしていると判定され易くなる。一方、主要被写
体の面積が小さいほどフレームアウト領域の幅を狭くするため、例えば、人の顔が小さく
表示されている画像の画像データは、主要被写体がフレームアウトしていると判定され難
くなる。これにより、バランスの良い構図の画像データを的確に選択することができる。
【００６６】
　次に、第６の実施の形態に係る電子カメラの処理について説明する。この第６の実施の
形態に係る電子カメラは、第５の実施の形態において、さらに主要被写体の位置を検出し
、主要被写体の位置及び大きさに基づいてフレームアウト領域の幅を決定するようにした
ものである。そして、主要被写体の少なくとも一つがフレームアウト領域と重なる場合に
主要被写体がフレームアウトしていると判定するようにしたものである。従って、第６の
実施の形態では、第５の実施の形態と異なる部分である画像データの評価処理に関する部
分を、図２０を参照して詳細に説明し、重複する部分については適宜説明を省略する。
【００６７】
　まず、制御部１０は、バファメモリ１６から基準画像データ５１（図３参照）を読み出
し（ステップＳ９５）、基準画像データ５１に基づく画像に含まれる複数の主要被写体を
検出する（ステップＳ９６）。例えば、図２３に示すように、複数の人物が画像に含まれ
る場合、人物の顔の部分をそれぞれ主要被写体７２、主要被写体７４、及び主要被写体７
６として検出する。次に、基準画像データ５１に基づく画像から主要被写体情報を抽出し
（ステップＳ９７）、情報記憶部１８に記憶する。
【００６８】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく画像において、それぞれの主要被写
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体に対応する主要被写体領域を決定する（ステップＳ９８）。即ち、図２３に示すように
、主要被写体７２に対応する主要被写体領域８０、主要被写体７４に対応する主要被写体
領域８２、及び主要被写体７６に対応する主要被写体領域８４を決定する。
【００６９】
　次に、制御部１０は、主要被写体の位置及び大きさに基づいて、フレームアウト領域の
幅を決定する（ステップＳ９９）。即ち、制御部１０は、まず、画像における主要被写体
の位置を検出する。次に、画像のそれぞれの縁部に最も近い主要被写体を判定する。例え
ば、図２３において、画像の左側の縁部に最も近い主要被写体を主要被写体７２であると
判定する。同様にして、画像の下側の縁部に最も近い主要被写体を主要被写体７４である
と判定し、画像の右側の縁部に最も近い主要被写体を主要被写体７６であると判定する。
【００７０】
　次に、制御部１０は、主要被写体の面積を計測し、フレームアウト領域を設定する側の
縁部に最も近い主要被写体の面積に基づいて、フレームアウト領域の幅を決定する。例え
ば、画像の左側の縁部に沿って長方形状のフレームアウト領域８６（図２３参照）を設定
する場合、フレームアウト領域８６に最も近い主要被写体７２の面積に基づいてフレーム
アウト領域８６の幅Ｂを決定する。同様にして、画像の下側の縁部に最も近い主要被写体
７４の面積に基づいてフレームアウト領域８８の幅Ｃを決定し、画像の右側の縁部に最も
近い主要被写体７６の面積に基づいてフレームアウト領域９０の幅Ｄを決定する。なお、
フレームアウト領域の幅は、主要被写体の面積が大きいほど広く、小さいほど狭くなるよ
うに決定される。このため、図２３に示すように、主要被写体の面積が、主要被写体７２
、主要被写体７６、主要被写体７４の順に小さくなる場合、フレームアウト領域の幅は、
フレームアウト領域８６の幅Ｂ、フレームアウト領域９０の幅Ｄ、フレームアウト領域８
８の幅Ｃの順に狭くなる。
【００７１】
　次に、制御部１０は、基準画像データ５１に基づく画像において、ステップＳ９９で決
定した幅のフレームアウト領域を設定する（ステップＳ１００）。即ち、図２３に示すよ
うに、画像の左側の縁部に沿って幅Ｂのフレームアウト領域８６、画像の下側の縁部に沿
って幅Ｃのフレームアウト領域８８、及び画像の右側の縁部に沿って幅Ｄのフレームアウ
ト領域９０を設定する。
【００７２】
　次に、制御部１０は、主要被写体領域８０、主要被写体領域８２、及び主要被写体領域
８４の中の少なくとも一つがフレームアウト領域と重なっているか否かを判定することに
より、基準画像データ５１においてフレームアウト判定を行う（ステップＳ１０１）。例
えば、図２４に示すように、主要被写体領域８０の一部がフレームアウト領域８６と重な
っている場合、制御部１０は、主要被写体がフレームアウトしていると判定する。一方、
図２３に示すように、いずれの主要被写体領域もフレームアウト領域と重なっていない場
合、制御部１０は、主要被写体がフレームアウトしていないと判定する。
【００７３】
　この第６の実施の形態に係る電子カメラによれば、主要被写体が複数存在する場合にお
いてもバランスの良い構図の画像データを的確に選択することができる。
【００７４】
　なお、第５の実施の形態において、主要被写体の向きを判定し、主要被写体の向きに基
づいてフレームアウト領域の幅を決定するようにしてもよい。例えば、主要被写体の向い
ている方向のフレームアウト領域の幅を広く、主要被写体の向いていない反対方向のフレ
ームアウト領域の幅を狭くするようにしてもよい。これにより、図２５に示すように、右
側を向いている人の顔９４が画像の左端に位置する場合、画像の左側のフレームアウト領
域９６の幅Ｘが狭く決定されるため、主要被写体がフレームアウトしていると判定され難
くなる。また、画像の右側のフレームアウト領域９７の幅Ｙが広く決定されるため（図２
５参照）、右側を向いている人の顔９４が画像の右端に位置していれば（図示せず）、主
要被写体がフレームアウトしていると判定され易くなる。このため、バランスの良い構図
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の画像データを的確に選択することができる。
【００７５】
　また、第５及び第６の実施の形態において、さらに主要被写体の少なくとも一部がフレ
ームアウト領域と重なっているか否かを判定し、主要被写体の少なくとも一部がフレーム
アウト領域と重なっている場合においても主要被写体がフレームアウトしていると判定す
るようにしてもよい。まず、制御部１０は、主要被写体領域がフレームアウト領域と重な
っているか否かを判定し、図２６に示すように、主要被写体領域１００の一部がフレーム
アウト領域１０２と重なっている場合、主要被写体がフレームアウトしていると判定する
。一方、主要被写体領域１００がフレームアウト領域１０２と重なっていない場合、制御
部１０は、主要被写体９８の少なくとも一部がフレームアウト領域と重なっているか否か
を判定する。そして、図２７に示すように、主要被写体９８の一部がフレームアウト領域
と重なっている場合、主要被写体がフレームアウトしていると判定する。これにより、主
要被写体全体の大きさに対して主要被写体領域の大きさが小さい場合などにおいても、バ
ランスの良い構図の画像データを的確に選択することができる。
【００７６】
　また、第５及び第６の実施の形態において、主要被写体の個数に基づいてフレームアウ
ト領域の幅を決定するようにしてもよい。まず、制御部１０は、画像から検出した主要被
写体の個数を判定する。主要被写体の個数が単数である場合、制御部１０は、図２８に示
すように、主要被写体が単数である場合のフレームアウト領域の幅（以下、基準幅という
。）をフレームアウト領域１０６の幅Ｆとして決定する。一方、主要被写体の個数が複数
である場合、制御部１０は、例えば、基準幅の値を主要被写体の個数で除算した値をフレ
ームアウト領域の幅として決定する。即ち、図２９に示すように、主要被写体が３個であ
る場合、基準幅（即ち、幅Ｆ）の１／３の幅をフレームアウト領域１０８の幅Ｆ´として
決定する。これにより、主要被写体の個数が多いほどフレームアウト領域の幅が狭くなる
ようにフレームアウト領域の幅が決定されることから、主要被写体が複数存在する場合に
おいてもバランスの良い構図の画像データを的確に選択することができる。
【００７７】
　次に、第７の実施の形態に係る画像データの評価処理（図２、ステップＳ７）について
説明する。この第７の実施の形態に係る電子カメラは、第１乃至６の実施の形態において
フレームアウト判定を行った結果、選択される画像データの枚数が所定の枚数になるよう
に構成したものである。従って、第７の実施の形態では、第１乃至６の実施の形態と異な
る処理について詳細に説明し、重複する部分については適宜説明を省略する。
【００７８】
　図３０は、第７の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフ
ローチャートである。ここで、図３０では、第１の実施の形態に係る電子カメラ２の処理
の例を示しているが、第２～６の実施の形態に係る電子カメラについても本実施の形態を
適用できる。
【００７９】
　ステップＳ１１１～１２３の処理が完了し、バファメモリ１６に記録された画像データ
の全てについて評価が行われると（ステップＳ１２４：Ｙｅｓ）、制御部１０は、データ
記憶部２０から評価ファイルを読み出す。そして、基準評価値の画像データが所定の枚数
（例えば５フレーム）以下であるか否かの判定を行う（ステップＳ１２５）。
【００８０】
　基準評価値の画像データが所定の枚数以下である場合（ステップＳ１２５：Ｙｅｓ）、
制御部１０は、画像データの評価処理（図２、ステップＳ７）を完了し、基準評価値の画
像データを記録画像として選択してメモリカード２４に記録する（図２、ステップＳ８）
。
【００８１】
　一方、基準評価値の画像データが所定の枚数以下でない場合（ステップＳ１２５：Ｎｏ
）、制御部１０は、基準評価値の画像データについて再度評価を行う（ステップＳ１２６
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）。例えば、画像データに基づく画像の鮮鋭度を評価し、鮮鋭度に基づいて新たな評価値
を決定する。そして、制御部１０は、新たな評価値を基準評価値の画像データのファイル
名ごとに評価ファイルに記憶し、画像データの評価処理（図２、ステップＳ７）を完了す
る。次に、制御部１０は、新たな評価値が高い順に所定枚数（例えば５フレーム）の基準
評価値の画像データを記録画像として選択してメモリカード２４に記録する（図２、ステ
ップＳ８）。
【００８２】
　この第７の実施の形態に係る電子カメラ２によれば、時系列で取得された複数の画像デ
ータについて、主要被写体がフレームアウトしているか否かを画像データの評価対象とす
ることができるとともに、それ以外の評価項目も考慮して画像データを評価し、選択する
ことができる。このため、フレームアウト判定に基づく評価を含む複数の評価項目に基づ
いて良好な画像の画像データを的確に選択することができる。また、フレームアウト判定
に基づく評価以外の評価項目も考慮して画像データの選択を行うので、画像データの枚数
を所望の枚数まで絞って選択することができる。
【００８３】
　なお、第７の実施の形態では、フレームアウト判定に基づく評価以外の評価として鮮鋭
度評価を行う場合を例に説明しているが、これに限らず、ブレ評価、合焦度評価等、画像
データを評価することができる評価であれば、いかなる評価項目、また評価項目の組合せ
に基づいて評価を行ってもよい。また、これらの評価項目または評価項目の組合せが、電
子カメラに操作者が予め設定するシーンモードごとに自動設定される構成としてもよいし
、電子カメラで認識された主要被写体の種類等、撮影された画像の特徴に基づいて設定さ
れるようにしてもよい。さらには、操作者が評価項目を選択できるように構成してもよい
。
【００８４】
　このように、撮影される画像に合わせて最適な評価項目を設定することによって、フレ
ームアウト判定に基づく評価を含む複数の評価項目に基づいて画像データを評価し、シー
ンごとに最適な記録画像を選択することができる。
【００８５】
　次に、第８の実施の形態に係る画像データの評価処理（図２、ステップＳ７）について
説明する。この第８の実施の形態に係る電子カメラは、第７の実施の形態において、フレ
ームアウト判定に基づく評価と並行して、先鋭度判定、ブレ判定、及び合焦度判定に基づ
く評価を行い、複数の評価項目に基づく総合的な評価により画像データを選択するように
構成したものである。従って、第８の実施の形態では、第７の実施の形態と異なる処理に
ついて詳細に説明し、重複する部分については適宜説明を省略する。
【００８６】
　図３１は、第８の実施の形態に係る電子カメラにおける画像データの評価処理を示すフ
ローチャートである。ここで、図３１では、第１の実施の形態に係る電子カメラ２の処理
の例を示しているが、第２～６の実施の形態に係る電子カメラについても本実施の形態を
適用できる。
【００８７】
　まず、制御部１０は、時系列で取得された画像データ（図３参照）について、フレーム
アウト判定に基づく評価と並行して、先鋭度判定、ブレ判定、及び合焦度判定に基づく評
価を行う。
【００８８】
　次に、バファメモリ１６に記録された画像データの全てについて評価が行われると（ス
テップＳ１４４：Ｙｅｓ）、制御部１０は、データ記憶部２０から評価ファイルを読み出
し、フレームアウト判定に基づく評価、先鋭度評価、ブレ評価、及び合焦度評価の４つの
評価項目に基づいて総合的に画像データの評価値を決定する（ステップＳ１４５）。
【００８９】
　次に、制御部１０は、決定された評価値を画像データのファイル名ごとに評価ファイル
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に記憶し、画像データの評価処理（図２、ステップ７）を完了する。次に、制御部１０は
、評価値が高い順に（たとえば５フレーム）の画像データを記録画像として選択して、メ
モリカード２４に記録する（図２、ステップＳ８）。
【００９０】
　この第８の実施の形態に係る電子カメラ２によれば、時系列で取得された複数の画像デ
ータについて、主要被写体がフレームアウトしているか否かを画像データの評価対象とす
ることができるとともに、それ以外の評価項目も考慮して画像データを評価し、選択する
ことができる。このため、フレームアウト判定に基づく評価を含む複数の評価項目に基づ
いて、目的に応じた画像を的確に選択することができる。また、フレームアウト判定に基
づく評価以外の評価項目も考慮して画像データの選択を行うので、画像データの枚数を所
望の枚数まで絞って選択することができる。
【００９１】
　なお、第８の実施の形態では、フレームアウト判定に基づく評価以外の評価として鮮鋭
度評価、ブレ評価、合焦度評価を行う場合を例に説明しているが、これらに限らず、画像
データを評価することができる評価であれば、いかなる評価項目、また評価項目の組合せ
に基づいて評価を行ってもよい。また、これらの評価項目または評価項目の組合せは、電
子カメラに操作者が予め設定するシーンモードごとに自動設定される構成としてもよいし
、電子カメラで認識された主要被写体の種類等、撮影された画像の特徴に基づいて設定さ
れるように構成してもよい。さらには、操作者が評価項目や評価項目の組合せを選択でき
るように構成してもよい。
【００９２】
　このように、撮影される画像に合わせて最適な評価項目を設定することによって、複数
の評価項目に基づいて画像データを評価し、シーンごとに最適な記録画像を選択すること
ができる。
【００９３】
　なお、上述の実施の形態においては、主要被写体領域を矩形の領域とする場合を例に説
明しているが、フレームアウト判定や主要被写体の移動方向を判定するために用いること
ができれば、主要被写体領域の形状は問わない。
【００９４】
　また、上述の実施の形態において、電子カメラにおいて画像評価を行う場合を例に説明
したが、他の外部機器（例えば、パソコン等）において画像データを評価してもよい。例
えば、制御部１０は、バファメモリ１６に記録されている複数フレームの画像データにつ
いてプリキャプチャー及びポストキャプチャーが完了（図２、ステップＳ６）した後、画
像データをメモリカード２４に記録する。操作者は、このメモリカード２４を電子カメラ
から抜き取り、パソコンに装着する。そして、パソコンの制御部は、装着されたメモリカ
ード２４から画像データを読み出し、上述の実施の形態において説明した方法を用いて画
像データの評価及び選択を行うようにしてもよい。
【符号の説明】
【００９５】
　２…電子カメラ、１０…制御部、１２…撮像素子、１４…ＬＣＤ表示部、１６…バッフ
ァメモリ、１８…情報記憶部、２０…データ記憶部、２２…プログラムメモリ、２４…メ
モリカード、３０…操作部
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